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役
場
庁
舎
敷
地
買
収
費

南
小
学
校

ト
イ
レ
等
改
修
工
事

　
予
算
の
う
ち
２
億
１
６

０
０
万
円
が
委
託
料
。
そ

の
内
訳
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
1
億
７
７
６
０

万
円
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

委
託
料
１
０
０
５
万
円
、

接
種
結
果
入
力
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
１
０
０
０
万

円
等
。

問
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運

営
委
託
先
の
入
札
は
。

答答
８
事
業
者
か
ら
見
積

も
り
合
わ
せ
の
上
決
定
し

た
。

問
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機

関
ワ
ク
チ
ン
配
送
委
託
と

は
。

答答
ワ
ク
チ
ン
管
理
委
託

の
３
病
院
か
ら
、
14
医
療

機
関
へ
の
配
送
を
委
託
。

問
接
種
結
果
入
力
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
１
千
万

円
の
内
容
は
。

答答
通
常
の
予
防
接
種
シ

ス
テ
ム
を
改
修
す
る
費
用
。

問
国
保
連
合
会
（
町
外

接
種
者
）
審
査
委
託
料
と

は
。

答答
や
む
を
得
な
い
事
情

で
町
外
で
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
方
の
た
め
に
、
国

保
連
を
介
し
て
支
払
う
委

託
料
。

備
品
購
入
費
２
２
６
７
万

円問
冷
凍
庫
等
は
接
種
事

業
終
了
後
、
町
の
資
産
と

な
る
の
か
。

答答
冷
凍
庫
（
15
台
・
２

４
８
万
円
）
は
医
療
機
関

へ
の
貸
与
と
な
る
。
蓄
電

池
（
15
台
・
１
２
３
８
万

円
）
は
町
の
防
災
備
蓄
品

と
し
て
使
用
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
前
年
度
実
施
予
定

を
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
。
工

期
は
令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
。

問
今
回
、
上
尾
市
の
業
者
が
落
札
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
業
者
の
下
請

け
は
あ
り
得
る
か
。

答答
こ
れ
は
落
札
者
が
決
め
る
こ
と
だ

が
、
下
請
け
で
入
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。

　
役
場
の
用
地
と
し
て
、
借
用
し
て
い

る
敷
地
を
買
収
し
、
新
庁
舎
建
設
用
地

を
拡
張
す
る
も
の
。

問
買
収
面
積
、
単
価
は
。

答答
現
在
、
駐
車
場
部
分
の
借
地
約
２

５
７
５
㎡
で
８
万
円
／
㎡
程
度
で
あ
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
ぜ
買
収
か
。

答答
借
地
だ
と
、
地
主
の
都
合
で
返
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
出
る
こ
と
も

あ
り
得
え
る
の
で
予
算
を
と
っ
た
。

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
22
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
35
議
案
、
議
員
提
出

の
１
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新型コロナワクチン
接種推進事業

予算額
2億	
2,960
	 万円

予算額
2億	
7,098万円

契約額
8,886
	 万円

便器等の劣化や臭いの問題が解決されます
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す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
予

想
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
図
書
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、

観
光
協
会
等
を
新
庁
舎
に

含
め
る
等
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
委
員
会
か
ら

多
目
的
・
多
機
能
な
議
会

フ
ロ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

機
能
・
特
徴
に
つ
い
て
の

議
会
案
を
執
行
部
に
提
出

し
ま
し
た
。
提
出
案
を
基

に
基
本
構
想
・
基
本
設
計

に
生
か
し
て
ほ
し
い
旨
、

報
告
し
、
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
次
回
は
６
月
議
会
ま
で

に
委
員
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

介
護
保
険
条
例

の
改
正

第
13
号
議
案
及
び
第
22
号

議
案

反
対
討
論

大
野　
興
一

　
今
回
の
保
険
料
の
値
上

げ
は
、
介
護
保
険
発
足
20

年
で
８
回
目
の
値
上
げ
だ
。

　
伊
奈
町
は
平
均
４
８
８

０
円
か
ら
５
８
０
０
円
。

も
う
限
界
と
、
民
の
声
が

　
令
和
３
年
度
に
限
り
、

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
、
国
民
健

康
保
険
税
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
被
保
険
者
の
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
は
、

「
均
等
割
額
」
と
「
所
得

割
額
」
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
が
実
施
さ
れ
る
の

は
、
医
療
分
の
均
等
割
額

２
万
２
８
０
０
円
が
８
０

０
０
円
軽
減
さ
れ
、
１
万

４
８
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

問
現
在
、
均
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
人
が
い

る
が
、
７
割
軽
減
、
５
割

軽
減
、
２
割
軽
減
を
受
け

て
い
る
対
象
の
人
数
は
。

答答
７
割
軽
減
の
人
は
、

１
５
７
５
人
、
５
割
軽
減

の
人
は
１
３
２
９
人
、
２

割
軽
減
の
人
は
１
３
０
８

人
で
、
合
計
４
２
１
２
人

と
な
る
。

問
今
回
は
第
８
期
で
基

準
額
が
６
万
６
０
０
０
円

と
な
る
が
、
今
ま
で
の
推

移
は
。

答答
第
１
期
は
平
成
12
年

か
ら
の
３
年
間
で
３
万
１

９
０
０
円
。
第
７
期
は
５

万
７
６
０
０
円
。

問
20
年
で
倍
の
基
準
額

に
な
る
。
低
所
得
者
へ
の

減
免
制
度
も
あ
る
が
、
こ

新
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
）

　
３
月
16
日
、
第
５
回
新

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
執
行
部

よ
り
進
捗
の
状
況
と
し
て
、

東
庁
舎
に
関
し
当
初
の
温

存
再
利
用
の
方
針
を
転
換

し
、
解
体
す
る
方
向
と
な

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
理
由
と
し
て
は
、

東
庁
舎
を
残
し
継
続
利
用

国民健康保険税の軽減（令和３年度）
年額 1 人 8,000 円軽減

〈国民健康保険税条例の改正〉

聞
こ
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
値
上
げ
は
反
対
だ
。

賛
成
討
論

永
末　
厚
二

　
予
算
及
び
保
険
料
改
定

に
は
、賛
成
だ
が
、保
険
料

を
少
し
で
も
抑
え
る
施
策

を
組
み
立
て
る
べ
き
だ
。

具
体
的
に
は
、
地
域
支
援

事
業
を
充
実
さ
せ
、
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
施
策
を

創
造
す
る
こ
と
が
必
要
。

討 
論

の
ま
ま
上
が
り
続
け
る
の

か
。

答答
高
齢
化
が
進
み
65
歳

以
上
の
人
数
も
増
加
。
要

介
護
認
定
者
も
増
加
の
傾

向
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

使
う
方
が
増
え
て
い
る
。

介
護
給
付
費
に
対
し
、
町

の
一
般
財
源
で
12
・
5
％

負
担
し
て
い
る
。
保
険
料

の
抑
制
に
つ
い
て
は
基
金

を
繰
り
入
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
介
護
予
防
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

第
22
号
議
案

賛
成
討
論

上
野　
克
也

　
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
、

財
源
確
保
は
重
要
。
負
担

と
給
付
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

健
全
運
営
の
サ
ー
ビ
ス
で

充
実
を
目
指
す
の
が
介
護

保
険
制
度
。
町
民
が
安
心

し
た
生
活
を
送
れ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
だ
。

定例会  議案概要等

No.1913



〈３月定例会〉議案一覧及び審議結果
議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

人
事

第1号
議案

監査委員の選任について
◦�監査委員の大野宣子氏の任期が令和 3年 3月17日で満了となるため、同氏を再選任することについて
同意を求める。

全会
一致 同意

補
正
予
算

第2号
議案

専決処分の承認を求めることについて（令和 2年度伊奈町一般会計補正予算　第 9号）
◦�新型コロナウイルスワクチン接種体制確保のため、職員人件費及び医療従事者のワクチン費用などの整備
費用。歳入歳出各 1,635 万 1千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 175億 9,324 万 1千円とした。

全会
一致 承認

第3号
議案

専決処分の承認を求めることについて（令和 2年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算　
第 3号）
◦�新型コロナウイルスワクチン接種体制確保のため、中部区画職員 1名分の人件費を減額。歳入歳出各 66
万 5千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各 1億 5,424 万 6千円とした。

全会
一致 承認

第4号
議案

令和 2年度伊奈町一般会計補正予算（第 10号）
◦�歳入歳出各 4,430 万 6千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各 175億 4,893 万 5千円とするとともに、
役場庁舎整備事業、償却施設改修事業及び小学校整備事業の繰越と地方債の補正。歳入では小学校債や
減収補てん債などの町債、国・県負担金の自立支援給付金及びふるさと寄付金などの増額に対し、町税法
人分、乳幼児医療支給事業県補助金及び国・県負担金の児童手当負担金などの減額。歳出ではふるさと
寄付金事業、障害児自立支援サービス支給事業及び小学校整備事業などの増額に対し、定額給付金給付
事業、子ども医療費及び児童手当費などの減額。

全会
一致

原案
可決

第5号
議案

令和 2年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）
◦�歳入歳出各 3,627 万 8千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 39億 7,037 万 6千円とする。歳入で
は保険給付費等県交付金及び保険税軽減確定による一般会計繰入金の減額に対し、国民健康保険財政調
整基金繰入金の増額。歳出では生活習慣病重症化予防対策事業費の減額に対し、国保国県支払基金負担
金等返還金の増額など。

全会
一致

原案
可決

第6号
議案

令和 2年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第 4号）
◦�歳入歳出各 1,536 万円を減額し、補正後総額を歳入歳出各 1億 3,888 万 6千円とするとともに、中部
区画整理事業事務費の繰越。歳入では保留地処分金の増額に対し、一般会計繰入金の減額、歳出では中
部区画整理事業事務費、中部区画物件補償事業の減額など。

全会
一致

原案
可決

第7号
議案

令和 2年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第 4号）
◦�歳入歳出各 2,520 万 2千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 25億 8,830 万 4千円とする。歳入で
は保険者機能強化推進交付金、介護保険保険者努力支援交付金、介護給付費負担金の増額など、歳出で
は介護サービス給付費及び基金積立金の増額など。

全会
一致

原案
可決

第8号
議案

令和 2年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）
◦�歳入歳出各 188万 4千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各 4億 6,358 万 5千円とする。保険基盤安
定繰入金の確定による減額。

全会
一致

原案
可決

第9号
議案

令和 2年度伊奈町公共下水道事業会計補正予算（第 2号）
◦�下水道事業収益は営業収益を528万円増額し8億 9,418 万 1千円とし、下水道事業費用は営業外費用
を397万 2千円増額し8億 8,247 万 5千円とする。

全会
一致

原案
可決

予
算

第10号
議案

令和 3年度伊奈町一般会計予算
◦�予算の総額を歳入歳出各 121億 9,100 万円とする。

全会
一致

原案
可決

第11号
議案

令和 3年度伊奈町国民健康保険特別会計予算
◦�予算の総額を歳入歳出各 37億 7,699 万 2千円とする。

全会
一致

原案
可決

第12号
議案

令和 3年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計予算
◦�予算の総額を歳入歳出各 2億 7,525 万 4千円とする。

全会
一致

原案
可決

第13号
議案

令和 3年度伊奈町介護保険特別会計予算
◦�予算の総額を歳入歳出各 26億 381万 6千円とする。

賛成
多数
（注）

原案
可決

第14号
議案

令和 3年度伊奈町後期高齢者医療特別会計予算
◦�予算の総額を歳入歳出各 4億 8,590 万 4千円とする。

全会
一致

原案
可決

第15号
議案

令和 3年度伊奈町水道事業会計予算
◦�収益的収支は収入11億3,038万6千円、支出10億4,960万1千円とし、資本的収支は収入2億4,779
万 6千円、支出 6億 9,429 万 5千円とする。

全会
一致

原案
可決

第16号
議案

令和 3年度伊奈町公共下水道事業会計予算
◦�収益的収支は収入 9億 4,337 万円、支出 9億 16万 3千円とし、資本的収支は収入 2億 9,042 万 3千
円、支出 5億 2,485 万 9千円とする。

全会
一致

原案
可決

条
例

第17号
議案

伊奈町特別職の職員で非常勤の者等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
◦�上尾都市計画事業伊奈町中部特定土地区画整理事業の換地処分の公告に伴い、当該審議会及び土地区画
整理評価員の任務が終了したため、委員報酬を削除する。

全会
一致

原案
可決

第18号
議案

伊奈町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
◦�新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令の廃止に伴い、所要の改正をする。

全会
一致

原案
可決

第19号
議案

伊奈町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◦�被保険者の負担軽減を図るため、令和 3年度の課税の特例として国民健康保険税を引き下げる。

全会
一致

原案
可決

第20号
議案

伊奈町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例
◦�国立及び公立の高等学校等に入学を希望する者の奨学資金の貸付額を私立と同額の 20万円以下とする。

全会
一致

原案
可決

第21号
議案

伊奈町コミュニティセンター条例の一部を改正する条例
◦�伊奈町コミュニティセンターの利用料金を新たな指定管理期間である令和 3年度から令和 7年度までにつ
いて引き続き特例を適用する。

全会
一致

原案
可決

第22号
議案

伊奈町介護保険条例の一部を改正する条例
◦�介護保険法施行令の改正による所要の改正をするとともに、伊奈町第8期介護保険事業計画の策定に伴い、
所得階層ごとの保険料を改正する。

賛成
多数
（注）

原案
可決

審議結果
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議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

条
例

第23号
議案

伊奈町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
◦�厚生省令の改正に伴い、利用者の人権の擁護、虐待の防止及び感染症対策等について新たに規定する。

全会
一致

原案
可決

第24号
議案

伊奈町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
◦�厚生省令の改正に伴い、利用者の人権の擁護、虐待の防止及び感染症対策等について新たに規定する。

全会
一致

原案
可決

第25号
議案

伊奈町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
◦�厚生省令の改正に伴い、利用者の人権の擁護、虐待の防止及び感染症対策等について新たに規定する。

全会
一致

原案
可決

第26号
議案

伊奈町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
◦�厚生省令の改正に伴い、利用者の人権の擁護、虐待の防止及び感染症対策等について新たに規定する。

全会
一致

原案
可決

第27号
議案

伊奈町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例
◦�廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調
査結果の縦覧等の手続に関することを定める。

全会
一致

原案
可決

第28号
議案

伊奈町が管理する町道の構造等の基準を定める条例の一部を改正する条例
◦�道路構造令の改正に伴い、交通安全施設として新たに自動運行補助施設を加えるとともに、歩行者利便増
進道路の制度創設に伴い、基準を新たに定める。

全会
一致

原案
可決

契
約

第29号
議案

工事請負契約の締結について
◦�町立南小学校校舎トイレ等改修工事の請負契約を一般競争入札の結果、千代本興業株式会社と8,885 万
8千円で締結する。

全会
一致

原案
可決

認
定

第30号
議案

町道路線の認定について
◦�私道寄付採納による町道 1311号線及び町道 4358号線と中部特定土地区画整理事業の換地処分終了に
伴う町道 5111号線及び町道 5112号線は一般交通の用に供するため、新たに町道として認定する。

全会
一致

原案
可決

補
正
予
算

第31号
議案

令和 2年度伊奈町一般会計補正予算（第 11号）
◦�歳入歳出各 1,019 万円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 175億 5,912 万 5千円とするとともに、タ
ブレット端末導入事業及び学校教育活動継続支援事業の繰越。新型コロナウイルス感染症対策として、手
話普及促進事業及び学校教育活動継続支援事業の増額。

全会
一致

原案
可決

第32号
議案

令和 3年度伊奈町一般会計補正予算（第 1号）
◦�歳入歳出各 3億 1,991 万 1千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 125億 1,091 万 5千円とするとと
もに、伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計が伊奈町水道事業会計から借り入れた事業資金に対す
る損失補償の債務負担行為の追加。新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種に向けたワクチ
ン接種推進事業、町内店舗のキャッシュレス化を推進するための商工業活性化事業及び町立図書館に電子
図書館システムに導入するための社会教育施設環境整備事業の増額など。

全会
一致

原案
可決

第33号
議案

令和 3年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）
◦�歳入歳出各 183 万 4千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各 37億 7,882 万 6千円とする。新型コロ
ナウイルスに感染した被用者に対して給付する傷病手当金を令和 3年 6月30日まで延長する。

全会
一致

原案
可決

条
例

第34号
議案

伊奈町国民健康保険条例の一部を改正する条例
◦�新型インフルエンザ等対策特別措置法が改正され、新型コロナウイルス感染症の定義が改められたため、
傷病手当金の規定を改正する。

全会
一致

原案
可決

そ
の
他

第35号
議案

財産の取得の一部変更について
◦�令和 2年 12月議会で可決された、ペーパレス会議システム導入タブレット端末の納入期限を変更する。

全会
一致

原案
可決

議
員
提
出

規
則
議第1号
議案

伊奈町議会会議規則の一部を改正する規則
◦�会議等の欠席の要件及び請願書の記載事項等を改める。

全会
一致

原案
可決

（注）全会一致でないものは下記のとおり、全会一致のものは議員ごとの賛否の表示は省略します

賛否がわかれた議案の審議結果� ○…賛成　　●…反対
議員名

議案名
武
藤
髙
橋
山
野
大
野
栗
原
戸
張
藤
原
五
味
上
野
（尚）

上
野
（克）

永
末
大
沢
佐
藤
青
木
村
山
山
本

結�

果
第13号議案
第22号議案

令和３年度伊奈町介護保険特別会計予算
伊奈町介護保険条例の一部を改正する条例 ○○○●○○○●○○○●○○－○

原案
可決

（注）議長「－」は議事進行を行うため、賛否の表明はしません

　

こ
の
度
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
予
算
の
使
命
は
、
行
政
の
執
行
に
必
要
な

経
費
の
支
出
と
、
そ
れ
に
充
て
る
収
入
を
規

制
す
る
こ
と
で
す
。
住
民
に
ど
れ
ほ
ど
の
公

租
公
課
を
義
務
づ
け
る
の
か
、
ど
ん
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
福
祉
向
上
に
努
め
る
の
か
を

約
束
す
る
も
の
で
す
。
予
算
編
成
は
町
長
専

属
の
権
限
で
す
が
、
議
会
の
議
決
が
な
け
れ

ば
確
定
せ
ず
、
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
当
委
員
会
の
使
命
は
、
議
会
が
そ
の
職

責
を
果
た
す
た
め
の
十
分
な
審
議
を
行
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
見
方

考
え
方
か
ら
の
審
議
の
経
過
は
、
執
行
に
際

し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
全
員
の

積
極
的
な
発
言
を
保
障
し
、
活
発
な
審
議
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

五味 雅美 委員長

山野 智彦 副委員長

村山 正弘 議長

　町の議会議長として
３年以上在職したこと
により、県町村議会議長
会から表彰されました。

表 彰予
算
特
別
委
員
会

�

委
員
長
あ
い
さ
つ

審議結果・表彰・あいさつ
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一
般
会
計

１
２
１
億
９
千
万
円

歳　
入

町
税
減
収
の
根
拠
と

対
策

問

町
民
税
個
人
分
と
固

定
資
産
税
減
収
の
根
拠
は
。

答

個
人
分
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
減
少
率
を

参
考
に
算
定
。
固
定
資
産

税
は
、
土
地
に
つ
い
て
は

上
昇
分
据
置
き
、
家
屋
は

経
年
補
正
率
で
大
き
く
減

少
、
償
却
資
産
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

経
済
が
停
滞
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。

問

税
収
減
の
中
で
、
歳

入
確
保
の
手
立
て
は
。

答

地
方
交
付
税
、
臨
時

財
政
対
策
債
（
実
質
的
な

地
方
交
付
税
）
の
増
額
を

見
込
ん
だ
。
併
せ
て
コ
ロ

ナ
対
策
等
の
た
め
に
財
政

調
整
基
金
を
投
入
す
る
。

歳　
出

総
務
費

問

国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
行
程
は
。

答

２
年
の
計
画
。
ま
ず

国
土
強
靭
化
計
画
を
作
成

し
、
次
に
町
の
地
域
防
災

計
画
を
改
訂
、
そ
の
次
に

町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
改
訂
す
る
。

問

新
庁
舎
整
備
事
前
調

査
等
委
託
料
の
内
容
は
。

答

土
壌
汚
染
対
策
法
や

建
築
基
準
法
な
ど
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
地
盤
、

土
壌
汚
染
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
調
査
、
測

量
な
ど
を
行
う
。
除
去
費

用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
策
定
業
務
内
容
は
。

答

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
促

進
、
男
女
平
等
の
意
識
確

立
、
男
女
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
Ｄ
Ｖ

対
策
、
職
業
で
の
女
性
の

活
躍
推
進
な
ど
を
取
り
込

む
。

問

広
報
い
な
、
町
議
会

だ
よ
り
、
選
挙
公
報
を
全

世
帯
に
届
け
る
よ
う
に
。

答

各
区
か
ら
の
配
布
、

新
聞
折
り
込
み
の
ほ
か
、

公
共
施
設
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ

ト
ル
各
駅
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
配
布
し
て
い
る
。

民
生
費

問

子
育
て
家
庭
見
守
り

事
業
の
支
援
内
容
は
。

答

４
・
５
歳
児
で
、
幼

稚
園
等
の
ど
こ
に
も
所
属

が
な
い
場
合
を
対
象
に
、

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

と
連
携
し
て
家
庭
訪
問
を

行
い
、
安
全
確
認
を
す
る
。

そ
の
後
、
身
体
測
定
及
び

育
児
相
談
を
実
施
し
、
す

こ
や
か
子
育
て
見
守
り
事

業
に
つ
な
げ
る
。

問

高
齢
者
等
在
宅
支
援

事
業
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
等
の
利
用
状
況
は
。

答

セ
ン
タ
ー
通
信
利
用

は
昨
年
10
月
現
在
56
人
。

緊
急
通
報
電
話
機
使
用
料

の
補
助
金
は
、
50
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

衛
生
費

問

骨
髄
移
植
等
に
よ
る

抗
体
喪
失
者
へ
の
再
接
種

補
助
事
業
の
内
容
は
。

答

接
種
ワ
ク
チ
ン
の
抗

体
が
失
わ
れ
た
者
で
20
歳

未
満
の
町
民
に
対
し
て
、

再
接
種
す
る
場
合
に
そ
の

費
用
を
全
額
補
塡
す
る
。

問

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
補
助
事
業

内
容
は
。

答

生
後
３
・
４
日
に
産

院
で
検
査
し
、
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
れ
ば
専
門
の
医
療
機

関
で
精
密
な
聴
覚
検
査
を

し
て
も
ら
う
。
４
月
１
日

以
降
出
産
の
新
生
児
が
対

象
で
２
６
０
人
を
想
定
、

３
０
０
０
円
の
助
成
券
を

郵
送
す
る
。

農
業
・
商
工
費

問

農
家
・
生
産
団
体
支

援
事
業
の
農
業
戦
略
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
料

の
業
務
内
容
は
。

答

新
規
就
農
者
の
確
保

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
勉
強

会
の
開
催
、
町
民
・
企
業

が
農
業
者
を
買
い
支
え
る

Ｃ
Ｓ
Ａ
の
仕
組
み
づ
く
り
、

地
元
企
業
と
の
一
括
契
約

推
進
参
加
募
集
業
務
等
を

考
え
て
い
る
。

問

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
整
備

事
業
の
内
容
は
。

答

伊
奈
中
央
駅
前
に
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
す

る
事
業
者
の
備
品
等
を
収

納
す
る
物
置
を
つ
く
る
。

土
木
費

問

記
念
公
園
整
備
費
用

で
、
買
収
す
る
場
所
は
。

答

公
園
の
東
側
、
面
積

が
２
０
０
３
㎡
。

問

中
部
特
定
土
地
区
画

　令和３年度予算案は、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、
３月３日、４日に審議されました。

令和３年度予算特別委員会審議
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整
理
事
業
費
で
の
Ｊ
Ｒ
へ

の
清
算
金
は
。

答

Ｊ
Ｒ
の
側
道
部
分
を

町
の
土
地
に
し
た
こ
と
で
、

約
７
千
万
円
の
清
算
金
支

払
い
と
な
っ
た
。

問

街
路
整
備
事
業
の
都

市
計
画
道
路
測
量
業
務
委

託
料
で
、
上
尾
・
伊
奈
線

の
調
査
測
量
の
目
的
は
。

答

上
尾
・
伊
奈
の
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候

補
地
が
決
ま
り
、
隣
接
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
に
あ

わ
せ
て
整
備
す
る
も
の
。

消
防
費

問

救
急
救
命
士
の
人
数

は
。

答

有
資
格
者
24
人
、
現

場
活
動
者
は
14
人
。

問

消
防
団
の
装
備
に
つ

い
て
、
整
備
は
整
っ
て
い

る
か
。

答

消
防
団
車
両
は
、
３

台
。
現
在
の
維
持
管
理
を

継
続
す
る
。
装
備
は
、
新

基
準
の
活
動
服
を
段
階
的

に
購
入
、
活
動
の
安
全
確

保
を
行
う
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
備
品
も
配
備
し
た
。

教
育
費

問

い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
の
仕
事
は
。

答

委
員
は
10
人
。
対
策

に
つ
い
て
情
報
交
換
、
意

見
交
換
し
、
各
学
校
に
周

知
を
し
て
い
る
。

問

町
史
編
さ
ん
事
業
の

状
況
は
。

答

通
史
編
３
と
し
て
ニ

ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
開
通
以
降

か
ら
現
在
ま
で
の
伊
奈
町

の
歴
史
の
発
行
準
備
を
し

て
い
る
。
再
来
年
以
降
、

原
始
、
古
代
、
近
世
な
ど

の
通
史
の
形
で
、
各
専
門

家
の
意
見
を
聞
き
発
行
す

る
予
定
。

問

教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
と
は
。

答

黒
板
に
書
く
内
容
を

大
型
テ
レ
ビ
に
映
し
、
拡

大
や
線
や
丸
が
つ
け
ら
れ

る
。
図
形
を
ひ
っ
く
り
返

し
た
り
、
展
開
し
て
み
た

り
、
実
験
な
ど
の
様
子
を

動
画
で
映
し
た
り
で
き
る

も
の
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

37
億
７
７
０
０
万
円

問

傷
病
手
当
金
の
来
年

度
継
続
と
、
個
人
事
業
主

も
対
象
に
。

答

６
月
30
日
ま
で
延
長

す
る
が
、
個
人
事
業
主
ま

で
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。伊

奈
町
中
部
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

２
億
７
５
２
５
万
円

問

水
道
事
業
会
計
か
ら

の
借
入
金
１
億
３
３
６
０

万
円
に
つ
い
て
、
期
間
、

利
息
、
返
済
の
計
画
、
用

途
、
返
済
原
資
は
。

答

期
間
５
年
、
年
利
率

０
・
０
８
％
、
元
利
均
等

返
済
、
年
賦
償
還
、
用
途

は
区
画
整
理
の
換
地
処
分

で
発
生
し
た
清
算
金
約
２

億
１
８
４
８
万
６
千
円
を

一
括
交
付
す
る
た
め
。
返

済
原
資
は
特
別
会
計
に
入

っ
て
く
る
清
算
金
。

介
護
保
険
特
別
会
計

�

26
億
３
８
２
万
円

問

認
定
調
査
費
等
の
増

額
の
理
由
は
。

答

認
定
調
査
の
実
績
を

勘
案
し
、
件
数
が
増
え
る

見
込
み
の
た
め
。

問

南
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
の
内

容
は
。

答

単
年
度
で
業
務
委
託

の
形
式
。
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
な
く
、
社
会

福
祉
法
人
、
医
療
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
会
社

等
へ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
す
る
。
設
置
時
期
は

令
和
４
年
１
月
を
予
定
し

て
い
る
。

水
道
事
業
会
計

事
業
収
益

11
億
３
０
３
９
万
円

問

中
部
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
へ
の

貸
し
付
け
が
回
収
不
能
と

な
る
こ
と
を
避
け
る
協
定

と
は
。

答

中
部
区
画
の
特
別
会

計
に
水
道
事
業
会
計
が
貸

し
付
け
を
行
い
、
町
が
債

務
保
証
す
る
協
定
を
こ
の

３
者
で
締
結
す
る
こ
と
に

な
る
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計

事
業
収
益

９
億
４
３
３
７
万
円

問

管
渠き
ょ

整
備
費
の
減
額

の
理
由
は
。

答

下
水
道
の
認
可
済
区

域
に
対
し
進
捗
率
98
％
と

な
り
、
新
設
の
下
水
道
管

渠
整
備
を
行
え
る
箇
所
が

な
い
た
め
。

予算特別委員会
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問
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々

へ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
。

答答
３
月
１
日
よ
り
「
伊
奈
町
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を

開
始
し
た
。
多
様
な
性
の
あ
り
方

や
性
的
少
数
者
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み

を
す
す
め
た
い
。

問

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
「
自
助
」
を
第
一

と
し
て
い
る
が
、
公
的
な
役
割
が

後
退
し
な
い
か
。

答答
行
政
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面

の
施
策
強
化
を
図
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
町
民
、
事

業
者
へ
の
支
援
を
。

答答
引
き
続
き
町
民
や
事
業
者
の

方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
必

要
な
支
援
策
を
講
じ
た
い
。

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
夏
に
開
く
条
件
は
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
も
と
で
関

連
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

答答
非
常
に
厳
し
く
な
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、
準
備
は
行
っ

て
い
く
。

問
災
害
時
に
活
用
で
き
る
電
気

自
動
車
を
購
入
と
あ
る
が
、
発
電

機
の
配
備
、
燃
料
の
備
蓄
の
方
が

有
効
で
は
。

答答
発
電
機
も
計
画
的
に
配
備
す

る
。

問
上
尾
市
と
の
広
域
ご
み
処
理

事
業
に
つ
い
て
、
新
し
い
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
造
る
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
説
明
会
を
何
度
も
開
き
、

よ
く
住
民
と
話
し
合
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答答
建
設
候
補
地
が
町
内
の
柴
中

荻
地
区
の
公
募
地
に
決
定
し
、
令

和
２
年
９
月
26
日
に
、
地
区
住
民

向
け
の
説
明
会
と
地
権
者
向
け
の

説
明
会
を
開
催
し
た
。
今
後
は
、

事
業
の
進
捗
を
見
極
め
な
が
ら
、

適
宜
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
伺
う
。

問
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
、

町
民
税
が
８
・
８
％
減
少
の
見
込

み
な
の
に
、
縮
小
せ
ず
、
一
般
会

計
予
算
を
前
年
と
同
程
度
に
し
て

い
る
が
、
財
政
の
継
続
性
も
考
え

て
、
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か
。

答答
歳
出
の
削
減
に
努
め
た
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
と
町
民
・

事
業
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
町
政
運
営
を
行
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
や
町
債
の
増
額
を
行
い
、
財
源

の
確
保
を
図
っ
た
。
将
来
は
、
今

以
上
の
歳
出
削
減
も
考
え
る
。

キ
メ
細
く
住
民
説
明
会
を藤ふ

じ
は
ら原 

義よ
し
は
る春  

議
員

町
民
や
事
業
者
に
耳
を
傾
け
た
町
政
を

レインボーフラッグとパートナーシップ証明書

厳しい財政運営を迫られる伊奈町

大お
お
さ
わ沢  

淳じ
ゅ
ん  

議
員

方針に対する質疑
その内容を質問者がまとめて報告します。

予算編成方針質疑
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問
国
の
施
策
で
は
、
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
を
定
め
、
各
種
事
業

を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
交
付

金
や
補
助
金
の
活
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
他
市
町
村
で
は
、
既
に
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
中
に
は
、

住
民
も
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
も

散
見
で
き
る
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す

る
背
景
と
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
の
計

画
策
定
で
は
、
策
定
経
過
を
、
議

会
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
、
少
な
か

っ
た
が
、
今
回
の
計
画
で
は
、
議

会
と
の
か
か
わ
り
は
、
ど
う
か
。

答答
近
年
大
規
模
災
害
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
前
防
災
・

減
災
及
び
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資

す
る
た
め
、
伊
奈
町
の
実
情
に
応

じ
た
地
域
計
画
を
策
定
す
る
も
の
、

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
外
部

委
員
や
町
職
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
、
策
定
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
あ
る
。
素
案
が
で
き

た
ら
議
員
の
皆
様
に
、
示
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
た
い
。

問
中
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
竣
工
に
伴
な
い
新
住
所
に
移
行

さ
れ
た
が
、
別
世
帯
同
住
所
が
多

発
し
て
い
る
。
要
因
の
一
つ
と
し

て
施
行
者
に
よ
る
従
前
地
分
筆
の

周
知
不
足
が
考
え
ら
れ
る
が
、
町

の
事
業
と
し
て
成
功
と
思
う
か
。

答答
分
筆
は
地
権
者
で
話
し
合
っ

て
行
う
も
の
だ
。
基
盤
整
備
に
よ

り
、
人
口
が
大
き
く
増
加
し
、
潜

在
購
買
力
が
増
加
し
た
こ
と
で
地

域
経
済
力
の
向
上
の
ほ
か
、
中
部

公
園
で
の
「
い
な
マ
ル
シ
ェ
」
や

伊
奈
中
央
駅
で
の
移
動
販
売
車
等

な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
町
の
創
出

が
で
き
た
こ
と
か
ら
も
町
の
事
業

と
し
て
成
功
と
考
え
る
。

問
令
和
２
年
度
の
区
加
入
率
が

約
７
割
と
い
う
中
、
現
在
の
各
区

を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
で
は
未

加
入
世
帯
が
災
害
時
に
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
地
域

防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
具
体
策

は
。

答答
防
災
訓
練
は
災
害
時
に
住
民

が
迷
う
こ
と
な
く
適
切
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
引
き
続
き
行
政
区
や
自
主
防

災
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
地

域
防
災
の
重
要
性
を
粘
り
強
く
町

民
に
伝
え
て
い
く
。

県施工の綾瀬川浚
しゅん

渫
せつ

工事

区画整理事業の中心地、伊奈中央駅前には
住宅が立ち並び商店が乏しい

中
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
を
問
う

髙た
か
は
し橋 

ま
ゆ
み  

議
員

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
に
つ
い
て

永な
が
す
え末 

厚こ
う

二じ  

議
員

施政並びに予算編成
町長の施政方針・予算編成方針に対し、４人の議員が質疑を行いました。

予算編成方針質疑
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予
算
は
20
基
で
あ
っ
た
が
、

実
績
は
３
基
だ
っ
た
。

●
焼
却
施
設
改
修
事
業

問

減
額
補
正
の
内
容
は
。

答

入
札
に
よ
り
請
負
残

が
生
じ
た
た
め
、
減
額
す

る
。

●
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
対
策
事
業

問

減
額
だ
が
、
当
初
の

見
込
み
に
対
し
て
、
何
人

程
度
参
加
し
た
の
か
。

答

当
初
、
受
診
勧
奨
者

が
52
人
、
保
健
指
導
が
16

人
、
継
続
支
援
が
14
人
と

い
う
見
込
み
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
、
受
診
勧
奨
者

が
62
人
、
保
健
指
導
が
９

人
、
継
続
支
援
が
３
人
で
、

人
数
が
減
少
し
た
。

●
介
護
保
険
災
害
臨
時
特

例
補
助
金

問

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が

減
っ
た
人
へ
の
対
応
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
前
年
度
と
比
較
し
て
、

70
％
以
上
収
入
が
減
少
し

た
人
を
対
象
に
保
険
料
を

減
免
す
る
。
対
象
者
は
６

人
、
総
額
で
18
万
１
０
０

●
修
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ

ル
料
補
助
金

問

小
・
中
学
校
７
校
の

修
学
旅
行
の
実
施
状
況
は
。

答

小
針
北
小
学
校
の
修

学
旅
行
は
３
月
に
実
施
す

る
よ
う
計
画
変
更
し
て
い

た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

延
長
で
実
施
で
き
ず
、
４

万
５
１
０
０
円
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
っ
た
。
そ

の
他
は
、
実
施
し
た
。

０
円
。
減
額
分
の
10
分
の

６
が
災
害
臨
時
特
例
補
助

金
と
し
て
入
っ
て
く
る
。

●
奨
学
資
金
貸
付

問

実
績
は
。

答

平
成
30
年
度
が
６
人

で
１
６
０
万
円
、
令
和
元

年
度
が
４
人
で
１
３
０
万

円
、
今
年
度
は
４
人
で
１

０
０
万
円
。

●
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

問

町
内
の
事
業
者
数
と

利
用
者
数
は
。

答

１
月
末
現
在
、
12
事

業
所
で
、
利
用
者
は
６
０

８
人
。

●
工
事
請
負
契
約
（
南
小

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
）

問

予
定
価
格
と
最
低
制

限
価
格
の
違
い
は
。

答

予
定
価
格
は
、
入
札

の
時
の
基
準
と
な
る
価
格

で
、
こ
れ
よ
り
も
上
の
価

格
だ
と
予
定
価
格
超
過
で

失
格
と
な
る
。
あ
る
価
格

を
下
回
る
と
品
質
等
で
問

題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
最
低
制
限
価
格

を
設
定
し
て
い
る
。

●
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
事
業

問

内
容
は
。

答

令
和
３
年
度
の
税
制

改
正
に
対
応
す
る
も
の
で
、

給
与
所
得
、
公
的
年
金
に

係
る
所
得
控
除
額
な
ど
の

変
更
に
伴
い
改
修
す
る
。

●
生
活
排
水
浄
化
対
策
推

進
事
業

問

減
額
補
正
の
理
由
は
。

答

希
望
者
が
少
な
く
、

修学旅行の
　　実施状況

委員会での質問と答弁の一部を要約しました。

町民の諸証明、国民健康保険、介護保険、医療、予防接種、各種検診、
社会福祉、児童福祉、母子福祉、保育、子育て支援、人権、環境衛生、
学校教育、社会教育、生涯学習、学校給食関係

所
管
事
項

残念ながら、小針北小学校の修学旅行は緊急事態宣言の延長
でキャンセルとなりました

文
教
民
生

常
任
委
員
会

町長提出議案は 13件付託されました。

常任委員会
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トーポレ会員委任常

●
中
部
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算問

総
務
費
３
６
０
０
万

円
を
繰
り
越
す
内
容
と
理

由
は
。

答

２
つ
の
業
務
委
託
で
、

租
税
特
別
措
置
法
説
明
書

作
成
業
務
委
託
１
２
７
６

万
円
と
、
清
算
金
徴
収
交

付
事
務
業
務
委
託
２
３
４

３
万
円
。
権
利
移
転
が
多

く
、
亡
く
な
っ
て
い
る
方

の
相
続
人
の
清
算
金
額
の

確
定
、
対
象
者
の
把
握
な

ど
に
時
間
が
か
か
り
繰
り

越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
特

別
会
計
の
清
算
金
は
原
則

５
年
間
で
徴
収
す
る
が
、

条
件
に
よ
っ
て
は
10
年
ま

で
延
長
で
き
る
。

●
町
道
の
構
造
等
の
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問

自
動
運
行
補
助
施
設

及
び
、
歩
行
者
利
便
増
進

道
路
で
あ
る
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
道
路
に
つ
い
て
、

該
当
す
る
場
所
と
長
さ
、

町
の
考
え
は
。

答

道
路
法
と
道
路
構
造

令
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

　
自
動
運
転
車
両
が
走
行

す
る
時
必
要
と
な
る
も
の

で
、
道
路
の
中
に
磁
気
マ

ー
カ
ー
等
の
補
助
施
設
を

設
け
、
自
動
運
転
車
両
セ

ン
サ
ー
が
磁
気
マ
ー
カ
ー

に
反
応
、
感
知
し
て
安
全

に
走
れ
る
も
の
と
な
る
。

今
後
、
自
動
運
行
補
助
施

設
は
増
え
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。

　
埼
玉
自
動
車
大
学
校
の

学
生
達
が
研
究
開
発
を
し
、

試
験
的
に
伊
奈
町
で
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

条
例
に
入
れ
た
。

　
歩
行
者
利
便
増
進
道
路

（
通
称
：
ほ
こ
み
ち
）
は

現
在
町
に
は
な
い
が
、
駅

前
通
り
、
公
園
の
周
り
、

ウ
ニ
ク
ス
周
辺
、
道
路
幅

に
余
裕
が
あ
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
楽
し
い
場
所
と
な

る
の
で
、
課
題
を
研
究
し
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
令
和
２
年
度
伊
奈
町
一

般
会
計
補
正
予
算

問

予
算
７
５
０
０
万
円

の
「
が
ん
ば
れ
！
伊
奈
の

事
業
者
応
援
大
作
戦
」
執

行
率
は
。

答

支
出
は
５
６
７
０
万

円
で
、
企
業
数
は
１
１
３

４
件
、
執
行
率
は
75
・
６

％
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
実

施
計
画
事
業
数
と
主
な
事

業
は
。

答

事
業
数
は
29
事
業
で
、

お
も
な
事
業
は
「
が
ん
ば

れ
！
伊
奈
の
事
業
者
応
援

大
作
戦
」
。
２
次
分
単
独

は
、
「
伊
奈
町
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業
」

等
。

問

財
政
調
整
基
金
の
減

少
額
は
。

答

国
の
１
次
と
２
次
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

総
額
４
億
４
３
０
９
万
円

あ
っ
た
が
、
通
常
的
な
補

正
で
基
金
残
高
は
前
年
度

末
に
比
べ
７
０
０
０
万
円

の
減
額
に
な
っ
た
。

中小企業者応援給付金
�１事業所５万円給付の執行率は

一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、
職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係

所
管
事
項

歩行者利便増進道路（通称：ほこみち）は歩道にカフェやベン
チを置いてゆっくり滞在できる空間にすることが可能になりま
す（イラストは国土交通省提供）

総
務

建
設
産
業

常
任
委
員
会

町長提出議案は８件付託されました。

常任委員会
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そそこがこが
聞聞きたいきたい

一般質問
12人が登壇

議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問
い質

ただ

します。３月定例会では、12人の議員が質問しました。
下記は本会議での質問事項をすべて掲載しています。13ペ
ージから18ページには、主な質疑応答を、質問した議員が
要約して掲載します。
なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームペ
ージおよび図書館にある会議録でご覧になれます。（６月
上旬掲載）

ページ 質問議員 質問事項

13 山 野 智 彦
◦コロナ関連での情報開示の拡充について
◦地球温暖化対策の推進の是非について
◦ごみ焼却方法の種類と違いについて

13 上 野 尚 德 ◦withコロナ／2021年度の町の事業・イベントについて
◦新型コロナウイルスと町の財政について

14 佐 藤 弘 一
◦新型コロナウイルスのワクチン接種について
◦新型コロナウイルスに対する２回目の緊急事態宣言を受け、中小企業への支
援について

14 大 沢 　 淳
◦加齢性難聴者への支援
◦地球温暖化防止対策とエネルギー政策
◦スポーツ少年団への財政的支援の強化

15 藤 原 義 春
◦半年間、給食費の無料化を
◦交通事故多発地帯の解消へ
◦日本版CCRCを伊奈町に導入しては
◦伊奈町のコミュニティスクールの現状は

15 青 木 久 男
◦新型コロナウイルス等の感染状況と対策及び臨時交付金対応事業について
◦行政文書等の在り方について
◦児童生徒の体力向上について

16 五 味 雅 美
◦新型コロナウイルス感染症についての町内の状況の情報提供を
◦新型コロナウイルス感染症の検査の取り組みを
◦新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に十分な情報開示と準備を

16 戸 張 光 枝 ◦登下校時等の児童生徒の見守り
◦使用済み紙おむつの再生利用を

17 大 野 興 一

◦コロナウイルス禍の中、住民の格差が広がる中で、町の財政政策の在り方に
ついて
◦第８期介護保険計画について
◦伊奈町の生物環境を保全し、在来の小動物を守り、外来生物の駆除について
◦スポーツとしての武道を育成するために小針中学校に武道館を

17 武 藤 倫 雄
◦新型コロナウイルスワクチン接種の取組み状況は
◦コロナ禍により所得が減少した人への支援策は
◦コロナ禍にあっても町民の絆と士気を高めていく施策は
◦埼玉ブロンコスと日本薬科大学との連携協定について町の考えは

18 栗 原 惠 子
◦新型コロナウイルスの救急搬送について
◦日本一災害に強いまちづくりについて
◦町制施行50周年記念事業について
◦国際交流協会設立の構想について

18 永 末 厚 二 ◦新型コロナウイルス感染症に係る伊奈町の状況と対応について
◦今後の高齢者施策について

一般質問
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

町
の
財
政

問
こ
れ
ま
で
の
費
用
は
。

答答
約
50
億
７
５
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
そ
の
う
ち
、町
負
担
は
。

答答
約
６
３
０
万
円
。

問
歳
入
へ
の
影
響
は
。

答答
地
方
税
等
の
大
幅
減

の
中
、
地
方
交
付
税
等
は

昨
年
度
を
上
回
る
見
込
み
。

問
歳
入
不
足
の
懸
念
か

ら
中
止
と
な
る
事
業
は
。

答答
財
政
調
整
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
し
、
対
応
す
る
。

中
止
と
な
る
事
業
は
な
い
。

問
状
況
に
応
じ
て
事
業

中
止
の
判
断
も
必
要
で
は
。

答答
不
測
の
事
態
の
発
生

時
に
は
縮
小
等
も
考
え
る
。

問
今
後
の
町
の
成
長
戦

略
へ
の
影
響
は
。

答答
大
変
革
期
と
捉
え
、

時
代
に
即
し
た
新
た
な
視

点
で
知
恵
を
絞
り
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ

ロ
ナ

問
イ
ベ
ン
ト
は
。

答答
感
染
対
策
を
行
っ
た

開
催
に
向
け
知
恵
を
絞
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
。

医
師
と
相
談
し
つ
つ
接
種

を
行
う
ス
キ
ー
ム
作
り
を

問
正
確
で
、
迅
速
な
情

報
発
信
、
情
報
更
新
を
。

答答
国
か
ら
情
報
が
き
た

ら
、
速
や
か
に
伝
え
る
。

問
接
種
の
場
所
は
。

答答
町
内
14
医
療
機
関
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
。
４
人

で
は
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
。

答答
実
際
の
状
況
を
見
て

検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
を
受
け
止
め
た

行
財
政
運
営
・
成
長
戦
略
を

町・新型コロナワクチン・コールセンター
�048－797－8100

医学的知見が必要な相談は県の相談窓口へ
0570－033－226（24時間対応）

上う
え

野の 

尚な
お
の
り德  

議
員

コ
ロ
ナ
情
報
の
拡
充
を

問
治
療
中
・
治
療
終
了

の
人
数
も
重
要
だ
が
。

答答
保
健
所
か
ら
毎
月
15

日
と
月
末
に
情
報
が
あ
り

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
避

け
る
べ
き
方
、
注
意
す
べ

き
方
と
は
。

答答
発
熱
、
重
い
急
性
疾

患
の
方
等
は
接
種
不
可
。

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊

婦
、
授
乳
中
の
方
等
は
医

師
と
相
談
し
判
断
頂
く
。

問
感
染
に
対
抗
す
る
免

疫
力
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答答
運
動
、
入
浴
、
睡
眠
、

笑
い
、
腸
内
環
境
を
整
え

免
疫
細
胞
を
活
性
化
す
る
。

問
以
上
の
情
報
拡
充
と

非
接
種
者
差
別
防
止
を
。

答答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
い
な
に
掲
載
し
て
い
く
。

Ｃ
О
２
温
暖
化
は
本
当
か

問
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
人
工
衛

星
デ
ー
タ
で
は
Ｃ
О
２
で

地
球
の
緑
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
か
ら
氷
河
期
に

な
る
説
も
あ
り
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

報
告
に
も
気
温
上
昇
が
弱

ま
っ
て
い
る
と
あ
る
が
。

答答
温
暖
化
と
思
料
し
て

い
る
が
、
両
論
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

プ
ラ
ご
み
分
別
の
現
状

問
分
別
の
総
コ
ス
ト
は
。

答答
町
内
家
庭
負
担
１
４

５
０
万
円
を
含
め
、
概
算

総
額
年
７
９
２
４
万
円
。

問
町
で
分
別
回
収
し
た

プ
ラ
ご
み
の
そ
の
後
は
。

答答
25
％
が
再
製
品
化
、

残
り
75
％
は
焼
却
（
一
部

埋
立
）
で
あ
る
。

も
っ
と
コ
ロ
ナ
情
報
、
Ｃ
О
２
温
暖
化
？

中学理科で習う「光合成（炭酸同化）」。
CO2の増加を植物が光合成で吸収し、地
球緑化が進んでいる。Carbon�Dioxide�
Fertilization�Greening�Earth,�Study�
Finds｜NASA

山や
ま

野の 

智と
も
ひ
こ彦  

議
員

一般質問
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問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答答
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
接
種
券
を
発
行
、
４
月

か
ら
接
種
開
始
、
６
月
末

完
了
予
定
だ
。
一
般
の
方

は
６
月
か
ら
接
種
、
９
月

末
ま
で
に
完
了
の
予
定
だ
。

ま
た
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

町
内
14
カ
所
の
医
療
機
関

で
計
画
中
、
完
全
予
約
制

だ
。

問
接
種
場
所
に
来
ら
れ

な
い
方
へ
の
対
応
は
。

答答
在
宅
療
養
者
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
往
診
が
可

能
と
な
る
見
込
み
。

問
町
内
の
中
小
企
業
の

経
済
状
況
は
。

答答
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
県
の
四
半
期
経
営
動

向
調
査
で
は
、
影
響
が
出

て
い
る
企
業
が
、
80
％
か

ら
90
％
だ
。

問
経
営
安
定
資
金
で
相

談
や
認
定
を
行
っ
た
件
数

は
。

答答
申
請
は
３
５
２
件
だ
。

し
か
し
不
明
が
79
件
。
確

認
で
き
た
の
が
２
７
３
件

だ
。
申
請
の
多
い
も
の
に
、

建
設
業
が
79
件
、
製
造
業

が
68
件
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

26
件
だ
。
金
額
に
関
し
て

町
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

状
況
を
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答答
町
と
し
て
、
情
報
の

周
知
の
徹
底
や
、
今
後
の

国
・
県
等
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

新
ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
る

佐さ

藤と
う 

弘こ
う
い
ち一  

議
員

問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

役
割
は
。

答答
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

人
々
を
つ
な
ぎ
、
社
会
性

を
養
う
。
奉
仕
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
の
ル
ー
ル
や
協
調
性
、

思
い
や
り
の
心
を
学
ぶ
。

問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ

の
財
政
的
支
援
の
強
化
を
。

答答
団
の
役
員
な
ど
か
ら

意
見
を
伺
い
、
財
政
的
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研

究
し
た
い
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
補
助

問
補
助
制
度
の
創
設
を
。

答答
身
体
障
害
者
手
帳
保

持
者
に
は
補
助
し
て
い
る
。

問
補
聴
器
使
用
に
よ
る

認
知
機
能
低
下
の
抑
制
効

果
は
。

答答
難
聴
は
認
知
症
の
危

険
因
子
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
者
へ

の
補
助
は
、
今
後
研
究
し

た
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

問
伊
奈
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
総
括
と

次
期
計
画
の
実
践
に
向
け

て
。

答答
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
の
削
減
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
町
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
60
％
を

占
め
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。

　
ご
み
の
排
出
抑
制
に
は

町
民
の
皆
様
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
周

知
を
徹
底
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
財
政
支
援

野球場の値上げがスポーツ少年団の財政
に影響

大お
お
さ
わ沢  

淳じ
ゅ
ん  

議
員

ワクチンを接種する医療機関は
町内14カ所
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
パ
ー
ト

収
入
等
が
激
減

問
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、

主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
・
バ

イ
ト
収
入
が
激
減
し
、
２

０
２
０
年
12
月
の
調
査
で

は
、
「
実
質
的
失
業
者
」

が
90
万
人
と
推
計
さ
れ
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答答
現
在
で
は
、
1
割
強

増
加
の
１
０
３
万
人
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し

て
い
る
。
伊
奈
町
で
の
生

活
保
護
の
新
規
相
談
件
数

は
、
前
年
同
時
期
の
32
件

か
ら
44
件
に
増
加
し
て
い

る
。

問
家
計
の
収
入
の
大
幅

減
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

ど
う
い
う
政
策
を
行
っ
て

き
た
か
。
ま
た
、
今
後
は
。

答答
水
道
の
基
本
料
金
を

6
カ
月
免
除
し
、
上
乗
せ

率
40
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
販
売
し
た
。
今
後

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
、
奨
学
資
金
貸

付
額
の
増
額
を
実
施
す
る
。

問
家
計
の
収
入
の
大
幅

減
に
対
す
る
政
策
の
一
つ

と
し
て
、
半
年
間
の
給
食

費
の
無
料
化
を
提
案
し
た

い
が
、
就
学
援
助
制
度
だ

け
で
、
家
計
の
苦
し
い
家

庭
を
救
え
る
か
。

答答
就
学
援
助
制
度
に
お

い
て
、
今
年
度
は
小
学
生

１
５
１
名
、
中
学
生
93
名

の
合
計
２
４
４
名
に
給
食

費
を
支
給
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
制
度
も
あ
る
の
で
、

現
在
、
給
食
費
の
無
料
化

は
考
え
て
な
い
。

激
減
す
る
家
計
収
入
の
家
庭
を
救
う

子育て世帯の家計が苦しくなっています

藤ふ
じ
は
ら原 

義よ
し
は
る春  

議
員

問
子
ど
も
の
体
力
低
下

が
危
惧
さ
れ
て
か
ら
久
し

い
。
町
内
小
中
学
校
で
は

ど
う
か
。

答答
例
年
、
新
体
力
テ
ス

ト
を
実
施
し
体
力
の
把
握

を
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
共
通
種
目
は

上
体
起
こ
し
、
50
ｍ
走
、

ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
８
種
目

で
中
学
は
そ
れ
に
持
久
走

が
加
わ
る
。

　
昨
年
度
は
、
県
平
均
を

わ
ず
か
な
が
ら
下
回
る
種

目
が
多
い
状
況
だ
。

行
政
文
書
の
在
り
方

問
役
場
の
諸
会
議
で
の

文
書
作
成
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

答答
全
文
記
録
し
て
い
る

の
は
農
業
委
員
会
と
６
審

議
会
だ
が
大
半
は
要
点
記

録
と
な
っ
て
い
る
。

問
保
存
は
ど
う
か
。

答答
昭
和
45
年
の
町
制
施

行
に
関
す
る
文
書
な
ど
歴

史
的
に
重
要
な
も
の
は
永

久
保
存
し
て
い
る
。

町
税
の
特
例
猶
予

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
税

の
特
例
猶
予
は
２
月
１
日

で
終
了
し
た
。

　
12
月
議
会
以
後
、
新
た

に
猶
予
と
な
っ
た
も
の
の

主
な
件
数
、
お
よ
そ
の
金

額
は
ど
う
か
。

答答
猶
予
件
数
は
21
件
、

金
額
５
３
９
万
円
だ
。

　
普
通
徴
収
の
町
県
民
税

12
件
、
２
７
８
万
円
、
固

定
資
産
税
４
件
、
１
０
０

万
円
、
法
人
町
民
税
４
件
、

１
１
９
万
円
な
ど
で
あ
る
。

小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
体
力
の
現
状
は
ど
う
か

体力アップが課題の町内児童・生徒

青あ
お

木き 

久ひ
さ

男お  

議
員
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問
ワ
ク
チ
ン
は
症
状
を

抑
え
る
が
、
感
染
を
防
ぐ

効
果
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
接
種
が
進
ん
で
も
、

収
束
ま
で
長
期
に
な
る
。

社
会
・
経
済
活
動
を
進
め

な
が
ら
感
染
拡
大
を
抑
え

る
に
は
、
無
症
状
感
染
者

の
発
見
・
保
護
、
そ
の
た

め
の
幅
広
い
検
査
が
必
要

だ
。
国
の
取
り
組
み
が
弱

い
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

答答
病
院
の
従
事
者
・
新

規
入
院
患
者
、
高
齢
者
施

設
の
職
員
・
新
規
入
所
者

に
県
が
実
施
す
る
。

問
濃
厚
接
触
者
と
さ
れ

な
い
場
合
で
も
、
検
査
を

希
望
す
る
人
に
補
助
を
。

答答
濃
厚
接
触
者
以
外
で

も
、
保
健
所
判
断
で
無
料

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
あ
る
。

町
内
状
況
の
情
報
を

問
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
の
、
わ
か
り
や

す
い
情
報
開
示
を
。

答答
感
染
経
路
の
把
握
は

６
割
程
度
。
多
い
順
に
家

族
、
陽
性
者
と
の
接
触
、

勤
務
先
、
入
院
・
施
設
入

所
先
、
通
学
先
と
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
情
報
を

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
不

安
を
持
つ
人
は
多
い
。
十

分
な
情
報
開
示
と
受
け
や

す
い
や
り
方
を
。

答答
町
内
14
医
療
機
関
で

実
施
。
４
月
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
に
開
始
し
て
、
９

月
ま
で
に
対
象
者
す
べ
て

完
了
す
る
計
画
。
往
診
で

の
接
種
も
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
検
査
の
拡
充
で

（ＰＣＲ検査数の推移、厚生労働省より）
感染者数の減少とともに検査数も減らし
ていることが、リバウンドの要因です

五ご

味み 

雅ま
さ
美み  

議
員

問
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
事
業
化

し
た
福
岡
県
大
木
町
の
高

齢
化
率
は
27
・
96
％
（
２

０
１
９
年
時
点
）
紙
お
む

つ
の
年
間
処
理
量
は
１
０

０
・
９
２
ｔ
、
当
町
は
。

答答
高
齢
化
率
、
令
和
２

年
度
で
約
23
・
８
％
、
年

間
処
理
量
は
約
２
１
０
ｔ
。

問
紙
お
む
つ
の
燃
料
化

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｆ
Ｄ
シ
ス

テ
ム
）
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
汚
物
付
き
の
紙

お
む
つ
を
ポ
リ
袋
に
入
れ

た
ま
ま
機
械
に
投
入
可
能
。

感
染
防
止
に
な
り
、
お
む

つ
を
交
換
す
る
方
た
ち
の

負
担
を
大
幅
に
削
減
で
き

る
が
ど
う
か
。

答答
有
意
義
な
事
で
あ
る
。

問
装
置
に
よ
り
ペ
レ
ッ

ト
化
さ
れ
た
も
の
が
燃
料

と
な
り
町
民
向
け
の
温
泉

施
設
に
活
用
し
て
い
る
町

も
あ
る
が
、
上
尾
市
と
の

広
域
ご
み
処
理
場
に
お
い

て
、
町
民
熱
望
の
温
水
プ

ー
ル
の
建
設
は
。

答答
調
査
・
研
究
す
る
。

登
下
校
時
の
児
童
・
生
徒

の
見
守
り

問
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
部
分
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
目
と

な
る
。
児
童
の
持
ち
物
に

「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
」
を
付
け
移

動
経
路
の
把
握
を
。

答答
調
査
を
進
め
る
。

問
中
学
生
の
学
校
へ
の

携
帯
持
ち
込
み
に
関
し
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
。

答答
令
和
３
年
度
に
基
本

方
針
を
作
成
す
る
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
を

子育てと介護に欠かすことができな
い紙おむつ
おむつ替えをする方の負担を軽減す
るためにも再資源化システム導入は
急務

戸と

張ば
り 

光み
つ

枝え  

議
員
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問
ひ
と
り
親
家
庭
、
さ

ら
に
困
窮
し
た
家
庭
に
支

援
を
す
る
の
か
。

答答
今
後
も
適
時
適
切
な

施
策
を
検
討
す
る
。

問
小
規
模
事
業
者
へ
の

直
接
支
援
は
。

答答

町
独
自
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
一

律
５
万
円
給
付
や
伊
奈
町

事
業
者
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売
等
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
も
適

時
適
切
な
支
援
を
講
じ
る
。

問
町
業
者
に
仕
事
が
回

る
事
業
が
で
き
る
か
。

答答
町
事
業
に
お
い
て
も

工
事
の
発
注
や
役
務
、
物

品
の
調
達
等
に
お
い
て
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
受
注
機
会
の
増
大
に
最

大
限
努
め
町
事
業
者
を
支

援
し
て
い
く
。

第
８
期
介
護
保
険
計
画
に

つ
い
て
問
う

問
総
合
事
業
の
展
望
は
。

答答
本
年
２
月
か
ら
１
０

０
社
を
超
え
る
事
業
者
と

高
齢
者
を
見
守
る
「
オ
レ

ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
の
取
り
組
み
を
始
め

た
。

ス
ポ
ー
ツ
武
道
の
育
成
を

問
小
針
中
に
武
道
館
を
。

答答
今
は
計
画
が
な
い
。

問
３
校
に
武
道
館
を
造

る
と
言
っ
て
い
た
が
。

答答
そ
の
当
時
と
は
事
情

も
違
う
の
で
造
る
予
定
は

な
い
。

問
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息

と
駆
除
は
ど
う
か
。

答答
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害

は
町
全
体
。
今
後
も
駆
除

し
、
在
来
動
植
物
を
守
る
。

町
民
の
格
差
拡
大
に
町
の
財
政
施
策
は

伊奈の地域包括支援センター

大お
お

野の 

興こ
う
い
ち一  

議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
体
制
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
一
週
間
あ
た
り

の
接
種
件
数
は
。

答答
町
内
14
医
療
機
関
で

４
月
か
ら
実
施
し
、
９
月

末
ま
で
に
完
了
す
る
計
画

だ
。
一
週
間
あ
た
り
は
３

０
０
０
件
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ

た
り
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
ど
う
か
。

答答
３
月
８
日
に
専
用
回

線
を
設
置
し
た
。

支
援
相
談
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

問
コ
ロ
ナ
禍
で
所
得
が

減
少
し
た
人
な
ど
へ
の
支

援
に
直
接
繋
が
る
総
合
ダ

イ
ヤ
ル
と
支
援
情
報
を
ワ

ン
ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
た

も
の
を
作
る
べ
き
だ
が
。

答答
コ
ロ
ナ
専
用
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
、

各
種
支
援
担
当
に
直
接
繋

げ
る
。
分
か
り
や
す
く
ワ

ン
ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
た

も
の
も
検
討
す
る
。

さ
い
た
ま
ブ
ロ
ン
コ
ス

問
プ
ロ
バ
ス
ケ
さ
い
た

ま
ブ
ロ
ン
コ
ス
と
日
本
薬

科
大
学
と
の
連
携
協
定
で

将
来
的
な
町
の
夢
は
。

答答
若
者
達
に
プ
ロ
の
試

合
観
戦
の
機
会
を
作
り
た

い
。
応
援
す
る
町
民
が
増

え
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
絆

や
繋
が
り
で
地
域
力
を
高

め
た
い
。
子
供
達
に
夢
と

希
望
を
与
え
、
い
つ
の
日

か
Ｎ
Ｂ
Ａ
で
活
躍
す
る
よ

う
な
選
手
が
生
ま
れ
る
、

そ
ん
な
大
き
な
夢
を
抱
き

一
歩
一
歩
前
進
す
る
。

町
民
に
安
心
を
・
町
民
と
共
に
夢
を

不安を取除き　いきいきとした町に

武む

藤と
う 

倫み
ち
雄お  

議
員

一般質問
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問
伊
奈
町
の
状
況
は
。

答答
庁
舎
内
は
、
感
染
防

止
策
の
た
め
、
庁
舎
の
入

り
口
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

前
に
非
接
触
型
の
ア
ル
コ

ー
ル
ハ
ン
ド
ス
プ
レ
ー
を

設
置
、
東
庁
舎
入
り
口
に

検
温
器
を
設
置
し
た
。
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
ア
ク

リ
ル
板
を
設
置
し
、
待
合

ス
ペ
ー
ス
の
長
椅
子
に
も

仕
切
り
を
設
置
し
た
。

問
介
護
認
定
者
が
フ
レ

イ
ル
な
ど
、
心
配
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
て
な
い
か
、

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答答
高
齢
者
の
外
出
自
粛

に
よ
る
、
健
康
へ
の
影
響

が
危
惧
さ
る
中
、
町
で
は

昨
年
５
月
、
外
出
で
き
な

い
高
齢
者
向
け
に
、
ロ
コ

モ
体
操
の
動
画
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
た
。

参
加
型
事
業
の
実
施
が
難

し
い
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
の
か

検
討
し
た
い
。

問
高
齢
者
で
、
自
ら
命

を
絶
つ
人
も
出
て
い
る
。

今
後
の
高
齢
者
施
策
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
高
齢
者

が
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ

る
方
法
を
、
当
事
者
や
家

族
へ
、
制
度
を
含
め
て
丁

寧
に
教
え
て
ほ
し
い
。

答答
本
人
や
家
族
の
状
況
、

要
望
を
把
握
し
受
け
止
め
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

へ
繋
げ
る
よ
う
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の

伊
奈
町
の
状
況
と
対
応
は新しい生活安心宣言と営業自粛を店頭に

掲げる飲食店

永な
が
す
え末 

厚こ
う

二じ  

議
員

問
災
害
緊
急
時
の
非
常

電
源
に
Ｅ
Ｖ
車
を
。

答答
大
規
模
災
害
時
に
電

気
自
動
車
を
活
用
し
避
難

所
の
電
源
を
確
保
す
る
こ

と
は
重
要
。
公
用
車
購
入

の
際
、
電
気
自
動
車
等
へ

の
切
り
替
え
を
検
討
す
る
。

問
避
難
所
等
に
太
陽
光

発
電
と
蓄
電
池
の
設
置
を
。

答答
区
の
集
会
所
な
ど
も

含
め
、
国
等
の
補
助
金
の

活
用
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
設
置
す
る
手
法
を

検
討
す
る
。

国
際
交
流
協
会
設
立
へ

問
日
本
語
教
室
の
立
ち

上
げ
を
。

答答
外
国
人
に
と
っ
て
貴

重
な
機
会
に
な
る
の
で
検

討
し
て
い
く
。

問
外
国
人
が
悩
み
を
率

直
に
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
。

答答
県
知
事
が
委
嘱
す
る

「
多
文
化
共
生
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
」
に
町
か
ら
３
名
の

方
を
推
薦
し
て
い
る
。
活

動
内
容
は
、
生
活
情
報
を

教
え
る
こ
と
、
相
談
に
乗

る
こ
と
、
行
政
の
窓
口
を

案
内
し
、
外
国
人
と
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
。

問
国
際
交
流
基
金
の
創

設
を
。

答答
資
金
の
調
達
方
法
と

し
て
、
寄
付
者
が
町
へ
寄

付
す
る
際
、
使
途
に
「
国

際
交
流
に
関
す
る
こ
と
」

を
追
加
し
、
伊
奈
町
ふ
る

さ
と
寄
付
金
に
継
続
的
に

積
み
立
て
る
こ
と
を
検
討
。

＊
そ
の
他
、
救
急
隊
員
の

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
等

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

日
本
一
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

「救急車内の設備」隔離用ビニールシー
トで患者室内のストレッチャーを覆い、
患者室と運転席・助手席の間もカーテン
で間仕切り対応

栗く
り
ば
ら原 

惠け
い

子こ  

議
員

一般質問
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　町民の皆様が活躍している模
様を紹介するコーナーの第８
弾！
　今回は、競技エアロビックで
日本代表にも選ばれている金

かな

尾
お

澪
しずく

さん（取材時：伊奈中 3年生）
を取材しました。エネルギッシュ
でキラキラした姿に元気をいた
だきました。

大変と感じることは
　エレメント(技)の難易度が上がっ
て行くたびに、体への負担が増え、け
がなどが多くなることです。けがをし
てしまうと、練習できる時間が減って
しまうので、焦りがでます。しかし、け
がをして、休んでいるからこそ、今ま
で気づけなかった事や、新しく得られ
る事もたくさんあり、プラスな事も
あるので、あまり大変と感じる事は
ないです。

継続して力となったことは
　諦めない気持ちと負けず嫌いな
気持ちがとても強くなり、自分の力
になったなと思います。競技エアロ
ビックで得たこの力が、中学2年生の
時に挑戦した生徒会選挙の演説や
何事にもぶつかっていく自分の性格
に繋がっているなと感じます。

競技エアロビックとは
　エアロビックダンスやエクササイズ
を技術的に体系化して「スポーツ」に発
展したものです。
　現在では、世界80カ国で行われてい
るといわれ、スズキワールドカップエア
ロビック世界大会をはじめ、国際体操
連盟（FIG）の国際大会なども開催され、
オリンピック種目を目指すまでになっ
ています。
　競技には、公式競技のほか、普及を
目的としたチーム競技、技術の習熟度・
体力・美的表現を審査するフライト競
技があります。

志したきっかけは
　幼稚園年長の頃にチアダンスを始
め、当時の先生に柔軟性を評価され、
競技エアロビックのクラスに誘われ
たのがきっかけです。

練習日と主な練習場所は
　主に土曜日、日曜日。
　場所は、川越市や品川区の体育館
等を自費で借りて練習しています。

大会出場記録、過去の成績は
・�SUZUKI�JAPAN�CUP全国大会
(６位)
・�全国ユースフライト選手権(２連覇)
・�JOCジュニアオリンピックカップ
全国エアロビック選手権大会in袋
井�ユース２部門３位。
　�同大会ミックスペア部門準優勝／
SUZUKI�WORLD�CUPの出場権
獲得／日本代表として海外派遣選
手になる。（新型コロナ感染症拡
大防止の影響でアゼルバイジャン
への大会遠征中止）

今後の目標、夢は
　目標は世界チャンピオンになる
事です！
　今後の夢は、多くの方に｢競技エ
アロビック｣という種目を知ってい
ただき、メジャーなスポーツにした
いです。

好きな言葉は
「自信は伝染する、そして自信のな
さも伝染する」
「昨日の自分は決して今日の自分
を裏切らない」
「努力は必ず報われる」

議会や町へのつぶやき
　少しでも競技エアロビックを知
る方が増え、広がればいいなと思
います。これからも、頑張りますの
で、応援よろしくお願いいたしま
す！
　まだまだマイナー競技なので
贅沢は言えませんが、この先、海
外派遣等の大会に出場できること
があったなら是非皆様の温かいお
力をお貸しいただけたら幸いです。
(金銭面や練習場所のスポンサー
等)
　また練習場所の確保がとても大
変です。10m四方の広さが必要な
ので学校の体育館や広めの会議
室など、個人的にもっと簡単に使
わせて頂けるシステムがあればと
思います。
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□

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

４　�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
尊
厳
と
社

会
運
動
を
象
徴
す
る
旗

○
○
○
○
○
フ
ラ
ッ
グ

６　�

テ
レ
ビ
番
組
の
１
つ　

連
続
○
○
○

７　�

正
確
な
時
刻
を
知
ら
せ

る
９　�
地
表
や
岩
の
上
に
生
え

る
植
物
的
な
も
の

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

１　�

伊
奈
町
見
守
り
○
○
○

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Q
議
会
ク
イ
ズ

1 4 B 7

8� E

2 A � G 6 � D

5 9� C

3 F

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
44
弾
で
す
。

応
募
方
法

★
は
が
き
に
答
え

（
例 

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ 

）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
３
６
２
―
８
５
１
７

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

☆
締
切　
５
月
31
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
と
当
選
者

　

前
回
の
答
え
は
「
コ
ロ
ナ

ニ
カ
ツ
」
で
し
た
。
応
募
総

数
38
人
。
正
解
者
36
人
の
う

ち
抽
選
で
10
人
の
方
に
「
エ

コ
手
袋
」
を
お
送
り
し
ま

す
。

２　�

面
や
竹
刀
を
使
用
す
る

ス
ポ
ー
ツ

３　�

イ
タ
リ
ア
の
首
都

５　�

か
ら
す
み
と
い
え
ば

８　�

夜
空
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
を
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
？

答
え
の
ヒ
ン
ト

一
律
８
０
０
０
円
軽
減
に
な

る
、
伊
奈
町
国
民
○
○
○
○

○
○
○
税

（うら）

え
答

所
住
・
号
番
便
郵

名
氏

齢
年

号
番
話
電

）

（

（おもて）

会
議

員
委
報
広

会 

行

3 6 2 8 5 1 7切手
63円

 

例
Ⓐ

Ⓕ

Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

Ⓖ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

□

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
メ

ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ
り
も

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

（
上
野
尚
德
）

議
会
広
報
委
員
会

委  

員  

長
　
上
野
　
尚
德

副
委
員
長
　
戸
張
　
光
枝

委
　
　
員
　
髙
橋
ま
ゆ
み

委
　
　
員
　
山
野
　
智
彦

委
　
　
員
　
大
野
　
興
一

委
　
　
員
　
藤
原
　
義
春

委
　
　
員
　
青
木
　
久
男

編

後
記

集

◆
美
し
い
新
緑
と
爽
や
か
な

風
。
町
自
慢
の
豊
か
な
自
然

か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
え
る
大
好
き
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
メ
ン
バ
ー
で
の
「
議
会

だ
よ
り
」
制
作
が
ス
タ
ー

ト
し
、
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

３
カ
月
に
１
度
の
愛
読
誌
と

し
て
も
ら
い
た
い
。
「
広
報

い
な
」
と
は
別
視
点
で
町
の

事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
よ
う
な
思
い

で
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま

す
が
、
貴
重
な
意
見
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

成
長
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
次
の
６
月
議
会
で
は
委

員
会
構
成
が
変
わ
り
、
現
メ

ン
バ
ー
で
の
制
作
は
今
回
が

最
後
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
顧

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら

「伊奈町議会だより」も

で配信中議会フェイスブック 議会HP

〈
当
選
者
〉

高
橋
つ
か
さ（
栄
）、山
本
二
郎

（
栄
）、長
澤
礼
子（
小
室
）、

紅
谷
靖
子（
小
室
）、依
田
神

祐（
小
室
）、中
町
恭
久（
小

室
）、加
藤
優
一（
中
央
）、宮

倉
律
子（
西
小
針
）、鈴
木
和

男（
西
小
針
）、宗
村
亜
由
美

（
内
宿
台
）

�

―
順
不
同・敬
称
略
―

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません

６月１日㈫
です

次回の定例会
開会予定日は

議会を
傍聴して
みませんか

読
者
の
声

ー
一
部
掲
載
ー

◇
前
号
は
と
て
も
見
ご
た
え

の
あ
る
内
容
で
す
。
特
に
特

集
記
事
、
医
療
・
介
護
を
支

え
て
い
る
方
々
の
記
事
を
読

み
、
本
当
に
つ
く
づ
く
感
染

者
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

（
50
代
）

◇
３
才
の
娘
に
も
凧
あ
げ
や

ら
せ
て
あ
げ
た
い
な
ぁ
ー
と

思
い
ま
し
た
。 

（
30
代
）

◇
初
応
募
の
答
え
は
、
ま
さ

に
両
方
と
も
子
育
て
を
終
わ

っ
て
も
、
老
後
も
元
気
良
く

働
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
老

夫
婦
に
と
っ
て
ピ
ッ
タ
リ
の

言
葉
で
し
た
。 

（
60
代
）

◇
解
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ

り
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

 

（
60
代
・
70
代
・
80
代
）

◇
町
内
に
プ
ー
ル
が
欲
し
い

で
す
。 

（
50
代
）

◇
丸
山
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
サ

ッ
カ
ー
場
が
人
工
芝
に
な
る

と
嬉
し
い
で
す
。 
（
10
代
）

◇
伊
奈
村
生
ま
れ
、
伊
奈
町

育
ち
の
主
婦
で
す
。
ク
イ
ズ

も
楽
し
み
で
す
。 

（
60
代
）

議
会
だ
よ
り　
　
第
１
９
１
号

令
和
３
年
5
月
1
日
発
行

編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

〒
３
６
２︲
８
５
１
７
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

０
４
８
（
７
２
１
）
２
１
１
１
㈹　

０
４
８
（
７
２
３
）
６
０
６
７

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

★議会だよりは再生紙を
使用しています。

植物油インキを
使用しています。


